会派幹事長殿
釜ヶ崎反失業連絡会

「あいりん地区」・「センター夜間利用」が終了する
３月以後の対策要求に、ご理解とご支援を、お願いいたします。

冠省　貴下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
「あいりん地区」対策につきましては、常に関心をお持ちいただき、感謝いたしております。
さて本日、当会は、大阪府・市に対し、「センター夜間利用」終了後の対策について、要求書を提出いたしました。
全国的な不況、とりわけ建設業界の不振の影響を受けて釜ヶ崎の求人が大きく落ち込み、多くの労働者が野宿を余儀なくされていることは、すでにご承知のことであり、何かとご配慮を賜っているところであります。緊急対策としての「センター夜間利用」や特掃枠の拡大・臨泊の拡大など諸先生のご協力・ご支援の結果であると感謝いたしております。
しかしながら、緊急の対策では労働者の苦境に改善が見られないほど、不況は長期化しており、かてて加えて、毎夜７００人の労働者に寝場所を提供していた「センター夜間利用」も、代替案が示されることなく終了しようとしております。
なにとぞ、当会の要求項目をご検討の上、実現に向けてお力をお貸しくださいますよう、お願い申し上げます。
例え話でなく、現実の出来事として、諸先生のお力添えが、路上での死から救うことができるのです。重ねて、労働者を路上死から救うためにお力をお貸しくださいますことを、お願い申し上げます
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